
本日はお忙しい中、決算説明会に参加いただきまして、まことにありがとう
ございます。取締役執行役員CFO大澤弘之です。

これより、サードクォーターの決算についてご説明をさせて頂きます。



本日の説明会のコンテンツと致しましては、財務状況、事業状況の2つの
パートに分けてご説明いたします。



まず財務状況についてご説明いたします。



４ページをご覧ください。

売上高は349億円となり、前年同期比で17.2%の減少、営業利益は61億円と
なり、前年同期比で43.６%の減少となりました。

一方、親会社株主に帰属する当期純利益は41億円と、前年同期のマイナスか
らプラスに転じる結果となりました。これは前年同期に、特別損失としてチ
ケットキャンプ事業のサービス終了決定に伴うのれん減損77億円を計上した
ことによる影響です。



５ページをご覧ください。

こちらは4月から12月の累計数値を掲載しております。

9カ月累計の売上高は1,059億円と、前年同期比で21.7%の減少、営業利益は
268億円となり、前年同期比で43.8%の減少という結果になりました。



６ページをご覧ください。

事業別業績推移についてご説明します。

エンターテインメント事業は売上高335億円、ライフスタイル事業は売上高
13億円という結果になりました。

エンターテインメント事業におきましては、前年同期比12.4％の減少となり
ましたが、セカンドクォーターは14.4％の減少でしたので、減収幅は縮小し
ております。また、前期と同様でありますが、12月に購入したゲーム内通貨
のうち約40億円は、主に1月にゲーム内で消費され売上が計上されます。

一方、ライフスタイル事業におきましては、前年同期比では大幅な減収と
なっております。これは主に、チケットキャンプの事業終了および、ダイ
バースの株式譲渡により、売上が減少したことによるものです。



７ページをご覧ください。

売上原価の四半期推移でございます。

外注費が前年同期比で増加しておりますが、これは主に2018年10月に公開
となった劇場版モンスターストライクの制作費を計上したことによるもので
す。



◼

◼

- - --

８ページをご覧ください。

販管費の推移ですが、総額231億円と、前年同期比で10.9％減少しておりま
す。また、セカンドクォーターに比べ、決済手数料が5億円、広告宣伝費が
11億円の増加となっております。

決済手数料においては、例年通り、年末にゲーム内通貨の購入が増えるため、
サードクォーターは比率が上昇しております。

広告宣伝費につきましても、10月から12月にかけて、モンストの5周年イベ
ントを実施したことで、増加しております。これも昨年と同様の傾向となり
ます。



◼

◼

９ページをご覧ください。

上の図が今期、下の図が前期のサードクォーターまでの業績進捗でございま
す。

前期の進捗率をややビハインドし、直近の業績予想に対しても、達成が楽観
視はできない状況となっておりますが、通期計画の達成に向け、各種施策を
進めてまいります。
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続きまして、事業状況についてご説明いたします。



✓

✓

✓

✓

11ページをご覧ください。

こちらは、セカンドクォーターの決算資料を再掲載しております。

エンターテインメント事業につきましては、デジタルエンタメ、ライブエク
スペリエンス、スポーツの３つの領域で構成されています。

デジタルエンタメ領域では、「モンストの国民的IP化」と「新たなIPの創
出」の２つの目標を掲げ、サービスの開発を進めております。
また、ライブエクスペリエンス領域では、「リアルに盛り上がれる場の創
出」を目指し、新規店舗のオープンや、各リアルイベントの企画・拡大を進
めております。

そして、スポーツ領域では、スポーツ業界とのリレーション構築や、支援先
クラブの成長加速を目指しております。



12ページをご覧ください。

改めまして、モンターストライクは2018年10月に5周年を迎えました。

5周年の節目である10月から年末にかけて、人気タレントを起用した大型

キャンペーンを実施いたしました。

特に年末には「オールスター感謝ガチャ」、「モンスト運極BINGO」と

いったイベントを開催し、多くのお客様にご参加いただきました結果、12月

には国内の利用者数が4,100万人を突破することができました。

これからもユーザーの皆様の熱量を盛り上げて行くべく、各種施策を行って

まいります。



13ページをご覧ください。

モンストコラボのトピックスですが、11月にセーラームーンCrystalとのコ

ラボを実施いたしました。少女漫画を原作とする作品との、初めてのコラボ

です。

こういったコラボを実施することで、女性にも気軽に触れて頂く機会を提供

し、様々なお客様から愛される国民的IPを目指してまいります。



14ページをご覧ください。

モンストの国民的IP化に向けて、幅広い層にアプローチしております。

11月に、ダイバーシティ東京プラザで知育デジタルテーマパークをオープン

いたしました。お子様や、そのご家族に、様々なアトラクションを通して、

モンストのキャラクター達に親しんで頂いております。

また、11月から1月まで東京ドームシティアトラクションズでコラボイベン

トを開催いたしました。こちらもマスコットキャラクター達に会えるキャラ

クターグリーティングや、モンストカードゲームの体験会など実施してまい

りました。

こういった取り組み等を通して、ゲームをプレイしていない方へのモンスト

の認知度を向上させ、ユーザー層の拡大を目指してまいります。



15ページをご覧ください。

ライブエクスペリエンスの領域としましては、10月から12月に掛けて、モ

ンストのプロフェッショナルチームによるeスポーツの全国ツアーを実施い

たしました。本イベントは“モンストのプロ”のNo.1を決定する大会で、賞金

総額6,000万円となる、日本最大規模のeスポーツプロツアーです。

また1月にXFLAG STOREの３号店を、羽田空港第１ターミナルにオープン

いたしました。渋谷、心斎橋に引き続き、日本各地からアクセスしやすい立

地となっております。

この様に、プロによるレベルの高いeスポーツや店舗で実際に、ゲームの

キャラクターに触れて頂き、モンストとのタッチポイントの拡大を進めてま

いります。



16ページをご覧ください。

スポーツ領域につきましては、以前からのチームスポンサーに加え、12月よ
り個人へのスポンサードも進めております。

また、FC東京につきましては、2019年シーズンのユニフォームに、XFLAG
のロゴを胸部分に掲載して頂くことも決定いたしました。さらに、マーケ
ティングパートナーシップを締結し、幅広い支援を行ってまいります。

今後も、スポンサードさせて頂いている選手、チームを、さらに応援してま
いりたいと思っております。



続きましてライフスタイル事業です。



18ページをご覧ください。

ライフスタイル事業はメディアとウェルネスの2領域で構成されています。

メディア領域では、「既存事業のグロースと新規事業の開発」を、ウェルネ
ス領域では、「高齢者向け運動プログラムサービスの開発」を進めておりま
す。



19ページをご覧ください。

メディア領域におきまして、「家族アルバムみてね」は2019年１月には、
利用者数は400万人を突破し、増加ペースが加速しております。

また、英語圏においても、アクティブユーザー数は順調に拡大しております。



•

•
サービス概要

20ページをご覧ください。

ウェルネス領域では、2019年1月に、女性専用コンディショニングスタジオ
「ココサイズ」の1号店が、東京都世田谷区にオープンいたしました。

「ココサイズ」は、ダイエットやボディメイクを目的とした一般的なスポー
ツジムとは一線を画し、健康寿命延伸を目的としております。

高齢化社会が進行し、健康寿命に対する関心が高まっている昨今、当社の強
みである、AIなどのIT技術による分析と、コミュニケーションの場の提供に
より、独自のポジションを築いてまいります。



続きまして投資についてご説明させて頂きます。



✓

✓

22ページをご覧ください。

以前、3-5年で1000億円を事業開発及びM&Aに投資していくという説明をさ
せて頂きましたが、M&Aの推進につきましては、これまでの自社による体
制に加え、XTech社と共同で進めていくことを本日リリースさせていただき
ました。

XTech社の西條氏、手嶋氏の事業家・投資家としてのノウハウと、弊社の得
意領域のノウハウを合わせて、M&Aを推進していきます。
M&Aの方針としては、上場会社も視野に入れ、当社とシナジーがある領域
で、サイズ感のある企業・事業も対象にしてまいります。
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•

•

•

•

•

23ページをご覧ください。

先ほどのM&Aの推進に加え、ベンチャー投資につきましては、新たにファ
ンドを組成し、より機動的な投資を行う体制にするとともに、その投資ス
テージをシード、アーリーステージといたしました。

シードやアーリーから、上場企業のM&Aも含めた投資活動を行うことで、
中長期的な事業ポートフォリオを、バランスよく形成してまいります。

投資によって外部から獲得していくことに加え、mixiグループ内部への投資
として、スポーツ領域や、ウェルネス領域をモンストに次ぐ事業の柱へと育
てていくことで、事業の多層化、経営の安定化を進めてまいりますので、引
き続きご支援いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

以上で、決算説明の内容は終了となります。ご清聴ありがとうございまし
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